
1
9
6
0
年
代
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
希
少
資
源
へ
の

関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
69
年
に
コ
カ
コ
ー
ラ
社
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
ビ
ン
と
使
い
捨
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
比
較
し
て
、
ど
ち
ら
が
資
源
消
費
が
少
な
く
、

環
境
へ
の
排
出
が
少
な
い
か
、
と
い
う
調
査
を
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ス
ト
研
究
所
に
依
頼
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
私
た
ち
の
人
間
活
動
で
生
じ
る
環
境
問

題
。
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の

発
生
を
な
る
べ
く
抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
少

し
で
も
環
境
保
全
に
役
立
つ
営
み
に
変
え
て
い
く
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
と
活
動
の
環
境
へ
の
影
響

を
出
来
る
だ
け
正
確
な
数
値
で
得
よ
う
と
す
る
の
が

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」（
以
下
L
C
A

と
表
記
）
で
す
。

で
は
問
題
。「
5
・
5
合
の
ご
飯
を
炊
く
の
に
、

電
気
、
都
市
ガ
ス
、
L
P
ガ
ス
の
う
ち
、
ど
れ
で
炊

け
ば
い
ち
ば
ん
環
境
に
や
さ
し
い
で
し
ょ
う
か
？
」

こ
ん
な
問
題
に
も
、
L
C
A
は
答
え
を
用
意
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
答
え
を
教
え
て
い
た
だ
き
に
、
東
京
農
工
大
学

農
学
部
の
研
究
室
に
服
部
順
昭
教
授
を
訪
ね
ま
し
た
。

鬱
蒼
と
し
た
木
立
に
囲
ま
れ
た
古
い
校
舎
に
、
服

部
教
授
の
研
究
室
が
あ
り
ま
す
。
気
さ
く
な
笑
顔
で

迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
L
C
A
と
は
そ
も
そ
も
何
で
し
ょ
う
。
出
来
る

限
り
簡
単
に
教
え
て
下
さ
い
。

地
球
や
地
域
の
環
境
悪
化
は
、
制
御
で
き
な
い
自

然
現
象
を
除
け
ば
、
全
て
人
間
の
経
済
活
動
の
結
果

生
じ
た
も
の
で
す
。
こ
の
活
動
と
は
、
自
然
領
域
か

ら
人
工
領
域
へ
と
「
も
の
」
を
取
り
出
し
、
人
工
領

域
で
「
製
品
」
へ
と
加
工
、
生
産
、
消
費
し
、
最
終

的
に
自
然
領
域
へ
と
廃
棄
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
過
程
で
自
然
領
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
生

じ
ま
す
。
こ
の
自
然
領
域→

人
工
領
域→

自
然
領
域

に
お
け
る
資
源
の
移
動
、
環
境
負
荷
物
質
の
排
出
と

い
う
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
全
般
を
総
体
的
に
捉
え
る

手
法
と
し
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（Life
C
ycle

A
ssessm

ent

）
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
「
L
C
A
の
概
念
図
」【
図
１
】）

L
C
A
は
、
あ
ら
ゆ
る
『
製
品
（
最
終
製
品
）』

や
『
サ
ー
ビ
ス
』
を
対
象
と
し
、
こ
れ
ら
の
資
源
調

達
か
ら
製
造
、
輸
送
、
使
用
、
廃
棄
に
至
る
ま
で
の

全
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
（
揺
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
）

に
お
い
て
、
投
入
さ
れ
た
資
源
量
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
、

環
境
に
与
え
た
負
荷
量
を
求
め
、
環
境
へ
の
影
響
を

定
量
的
に
分
析
・
評
価
す
る
手
法
で
す
。

例
え
ば
C
O
2
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

が
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

は
定
性
的
分
析
結
果
と
し
て
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
や
り
方
が
ど
の

程
度
の
量
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
し
て
い
る
の
か
、

と
い
う
定
量
的
分
析
が
な
い
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
排
出
量
の
抑
制
が
可
能
か
、
と
い
う
具
体

的
対
策
も
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
然
そ
の
も
の
の
活

動
は
人
間
の
力
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
ま
せ
ん
が
、

人
間
の
活
動
な
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
ま
す
。
分
析

結
果
が
数
値
で
示
さ
れ
る
の
で
、
何
を
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
制
御
で
き
る
か
、
と
い
う
対
策
を
導
く
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
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L
C
A
分
析
の
具
体
例

豊かな緑に囲まれた東京農工大学のキャンパス

そ
の
後
、
研
究
所
は
米
国
環
境
保
護
庁
（
E
P
A
）

か
ら
の
受
託
で
飲
料
製
品
の
容
器
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
追
加
調
査
を
行
い
、
こ
れ
が
現
在
の
L
C
A
発

展
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
1
9
8
0
年
代
に
入

り
、
環
境
保
護
運
動
の
影
響
を
受
け
て
、
90
年
代
に

か
け
て
包
装
材
料
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
で
、
次
第

に
方
法
が
確
立
し
、
国
際
基
準
を
求
め
る
動
き
に
な

り
ま
し
た
。
国
際
標
準
化
機
構
（
I
S
O
）
は
93
年

か
ら
規
格
化
作
業
を
進
め
、
2
0
0
6
年
に
I
S
O

1
4
0
4
0
シ
リ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
主
要
な
規
格
が

出
揃
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
「
地
球
環
境
問
題
」

に
対
し
て
、
国
際
社
会
は
地
球
の
人
々
全
員
の
問
題

と
し
て
、
取
り
組
む
必
要
を
認
め
て
い
ま
す
。

何
の
気
な
し
に
誰
も
が
当
然
と
思
っ
て
い
る
こ
と

の
一
つ
。
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出
て
き
ま
す
。
で

も
水
が
く
る
の
は
、
上
水
施
設
の
ポ
ン
プ
で
加
圧
さ

れ
て
い
る
か
ら
。「
水
」
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
周
囲
の

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
。
こ
れ
ら
に
も
資
源
、
原
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。「
財
」
や
「
サ
ー

ビ
ス
」
の
生
産
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
消
費
も
C
O
2

を
発
生
さ
せ
る
人
間
活
動
で
す
。

環
境
へ
の
影
響
を

総
合
的
に
評
価
す
る
手
法
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〜
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

そ
し
て
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
〜

人
間
活
動
の

す
み
ず
み
に
わ
た
る
問
題

特
集

――

「
過
去
50
年
間
に
観
測
さ
れ
た
地
球
温
暖
化
の
ほ
と
ん
ど
は
人
間
活
動
に
起
因
す
る
」

東
京
農
工
大
学
　
服
部
順
昭
教
授
に
聞
く

図-1［LCAの概念］

【服部順昭（はっとりのりあき）プロフィール】
■ 東京農工大学農学部　環境資源科学科　教授
■ 共生技術研究院　環境資源共生科学部門　
1948 京都生まれ
1972 京都大学農学部林産工学科　卒業
1975 京都大学農学研究科　修士課程卒業

（社）産業環境管理協会（JEMAI）の
LCA実施支援ソフトウェア

（
I
P
C
C

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
　
2
0
0
2
年
　
第
3
次
評
価
報
告
書
）

―
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

L
ife
C
y
c
le
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t

（
L
C
A
）

と
は
？



の
20
社
75
品
目
が
参
加
し
表
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※「
C
F
P
商
品
の
英
国
で
の
試
販
は
？
」【
図
６
】、

「
英
国
の
実
施
例
（
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
）【
図
７
】）
フ

ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
南

ア
フ
リ
カ
な
ど
で
も
試
行
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
I
S
O
で
は
11
年
ま
で
に
国
際
規
格
化
さ
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
08
年
に
、「
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
制
度
の
実
用
化
・
普
及
推
進
協
会
」
が
発
足
し
、

統
一
マ
ー
ク
の
選
定
が
行
わ
れ
て
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
0
8
」

会
場
で
40
種
類
54
品
目
が
サ
ン
プ
ル
展
示
さ
れ
ま
し

た
。現

在
、
経
済
産
業
省
、
農
林
水
産
省
、
林
野
庁
な

ど
が
C
F
P
の
「
見
え
る
化
」
表
示
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。（
※
「
C
F
P
商
品
の
日
本
で
の
試
販
は
？
」

【
図
８
】、「
試
販
時
の
C
F
P
表
示
例
」【
図
９
】）

木
材
は
、
再
生
可
能
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

な
資
源
で
す
。
加
工
な
ど
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

石
油
化
学
製
品
な
ど
に
比
べ
て
も
少
な
く
て
す
む
、

環
境
に
や
さ
し
い
資
材
で
す
。
そ
の
幅
広
い
利
用
は

『
低
炭
素
社
会
構
築
』
に
つ
な
が
り
ま
す
。

木
材
商
品
の
見
え
る
化
は
、
木
材
、
特
に
国
産
材

の
利
用
に
か
か
わ
る
省
C
O
2
効
果
な
ど
の
環
境
貢

献
を
、
具
体
的
な
数
値
デ
ー
タ
で
分
か
り
や
す
く
国

民
に
普
及
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
木
材
需
要
拡
大
の

観
点
か
ら
特
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

林
野
庁
は
08
年
9
月
、『
木
材
利
用
に
係
わ
る
環

境
貢
献
度
の
見
え
る
化
検
討
会
』
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
委
員
は
木
材
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
主
要
な

工
程
の
企
業
・
団
体
、
N
P
O
法
人
か
ら
な
っ
て
い
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I
S
O
規
格
に
よ
る
L
C
A
の
枠
組
み
に
は
以
下

の
四
つ
の
段
階
が
あ
り
、
L
C
A
の
手
順
も
こ
の
四

つ
の
段
階
に
そ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

①
　
目
的
及
び
調
査
範
囲
の
設
定

②
　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
分
析

③
　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
影
響
評
価

④
　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
解
釈

こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
詳
し
く
紹
介

し
て
も
具
体
的
に
は
理
解
し
に
く
い
と
思
う
の
で
、

L
C
A
か
ら
ど
ん
な
結
果
が
導
け
る
の
か
、
ご
く
簡

単
な
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
題
は
、『
5
・
5
合
の
炊
飯
熱
源
に
、
電

気
、
都
市
ガ
ス
、
L
P
ガ
ス
の
三
つ
の
熱
源

の
う
ち
、
ど
れ
を
使
え
ば
一
番
環
境
へ
の
負

荷
が
少
な
い
か
？
』

電
気
な
ら
（
N
社
の
炊
飯
器
）

5
5
0
W
で
48
分

都
市
ガ
ス
13
A
な
ら
（
P
社
）

1
、2
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
／
時
間
で
20
分

L
P
ガ
ス
な
ら
（
P
社
）

1
、2
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
／
時
間
で
20
分

（【
図
２
】）

こ
の
消
費
量
に
熱
源
ご
と
の
『
原
単
位
』
を
乗
じ

る
式
、【
消
費
量
×
『
原
単
位
※
』
＝
環
境
負
荷
量
】

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
負
荷
量
が
導
か
れ
ま
す
。

（
※
原
単
位：

鉱
工
業
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
単
位
量

を
提
供
す
る
の
に
必
要
な
原
材
料
や
排
出
さ
れ
た
環

境
負
荷
物
質
量
）

こ
の
三
つ
の
熱
源
を
用
い
た
と
き
の
消
費
資
源
量

と
環
境
負
荷
量
、
社
会
コ
ス
ト
、
フ
ル
コ
ス
ト
の
視

点
か
ら
比
較
し
た
の
が
、
次
の
グ
ラ
フ
で
す
。（
※

「
図
で
熱
源
を
比
べ
る
と
」【
図
３
】、「
社
会
コ
ス
ト

は
？
」【
図
４
】）

結
果
は
、『
環
境
に
優
し
い
炊
飯
は
都
市
ガ
ス
で

あ
り
、
内
部
コ
ス
ト
と
外
部
コ
ス
ト
の
合
計
で
あ
る

フ
ル
コ
ス
ト
は
電
力
の
1
／
5
』（
※
「
フ
ル
コ
ス

ト
で
評
価
す
る
と
」【
図
５
】）
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
手
順
の
概
略
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

特
集

――

め
の
ほ
ん
の
一
例
で
、
実
際
の
分
析
過
程
は
も
っ
と

複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
分
析
・
評
価
か
ら
、
例
え
ば『
ト
ヨ
タ
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
で
あ
る
プ
リ
ウ
ス
は
、
カ
ロ
ー

ラ
と
比
較
し
た
場
合
、
10
年
使
え
ば
カ
ロ
ー
ラ
よ
り

も
環
境
に
優
し
い
、
5
年
で
廃
車
す
れ
ば
そ
う
と
は

言
え
な
い
』
と
い
う
よ
う
な
結
論
を
出
す
こ
と
も
可

能
に
な
り
ま
す
。

L
C
A
は
一
般
に
最
終
製
品
（
揺
り
か
ご
か
ら
墓

場
ま
で
）を
対
象
と
す
る
の
で
、
そ
れ
が
車
な
ら
、

製
造
過
程
で
必
要
と
さ
れ
る
部
品
は
約
3
万
点
も
あ

り
、
こ
れ
に
、
製
品
と
な
っ
て
か
ら
の
使
用
過
程
、
廃

棄
の
方
法
ま
で
の
シ
ナ
リ
オ
の
全
部
を
調
査
・
分
析

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
膨
大
な
作
業
が
必

要
で
す
。

ま
し
て
、
こ
れ
が
木
造
住
宅
を
対
象
に
す
る
と
な

っ
た
ら
、
も
っ
と
複
雑
な
シ
ナ
リ
オ
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
加
え
て
、
L
C
A
に
は
先
ほ
ど
の
試
算
で
み

た『
原
単
位
』
が
不
可
欠
な
の
で
、
こ
の
収
集
に
も
大

変
な
手
数
が
要
り
ま
す
。

現
在
の
日
本
の
L
C
A
を
見
渡
し
た
と
き
、
欠
点

と
も
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
と
も
言
う
べ
き
問
題
が
、
木
質
製

品
の
原
単
位
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
の
で
、

私
が
、
そ
の
木
質
製
品
の
原
単
位
の
構
築
を
、
一
人

で
細
々
と
や
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。（
笑
）

言
葉
の
単
純
な
意
味
で
な
ら
『
炭
素
の
足
跡
』。

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
制
度
と
は
、
L
C
A
の

手
法
を
活
用
し
て
、『
製
品
』『
サ
ー
ビ
ス
』
の
原
材

料
調
達
か
ら
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
全
体
を
通
し
て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
C
O
2
に
換
算
し
、
表
示
す
る
仕
組
み
で

す
。扱

う
温
室
効
果
ガ
ス
は
C
O
2
を
は
じ
め
と
す
る

6
種
類
（
※
表
１
）
で
、
京
都
議
定
書
で
対
象
と
な

る
ガ
ス
で
す
。
算
定
範
囲
は
「
原
材
料
調
達
、
生
産
、

流
通
・
販
売
、
使
用
・
維
持
管
理
、
廃
棄
・
リ
サ
イ

ク
ル
」
の
5
段
階
で
構
成
さ
れ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
を
基
本
と
し
ま
す
。

08
年
3
月
28
日
に
、
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画

が
改
訂
さ
れ
、「
消
費
者
の
行
動
を
促
す
た
め
に
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
・
使
用
段
階
等
に
お
け
る

C
O
2
排
出
量
の
見
え
る
化
を
推
進
」
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
整
備
に
も
、
貿
易
障
壁
の
問
題

や
、
ま
た
公
正
な
競
争
が
で
き
る
よ
う
に
、
W
T
O

協
定
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
I
S
O
規
格
等
の
国
際
ル

ー
ル
と
の
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

他
の
国
で
の
取
り
組
み
例
と
し
て
は
、
英
国
の
カ

ー
ボ
ン
ト
ラ
ス
ト
社
の
実
施
例
が
あ
り
ま
す
。
英
国

政
府
の
推
進
で
、
同
社
と
英
国
規
格
協
会
と
の
共
同

で
P
A
S
2
0
5
0
と
い
う
規
格
が
創
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
規
格
表
示
に
テ
ス
コ
、
コ
カ
コ
ー
ラ
等

二酸化炭素 CO2

メタン CH4

亜酸化窒素 N2O

ハイドロフルオロカーボン類 HFCs

パーフルオロカーボン類 PFCs

六フッ化硫黄 SF6

C
O
2
排
出
量
の
「
見
え
る
化
」

―
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

C
a
rb
o
n
fo
o
tp
rin
t

（
C
F
P
）
と
は
？

図-3［図で熱源を比べると］

図-4［LIMEで求めた社会コストは？］

図-5［フルコストで評価すると？］

表１　温室効果ガス6種類

木
材
利
用
の
環
境
貢
献
度
の

「
見
え
る
化
」
を

図-2［5.5合炊きの炊飯器でご飯を炊くと？］
イベントリの例：

図-6［CFP商品の英国での試販は？］
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必
要
な
項
目
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
産
・
学
・
官
の

一
層
の
連
携
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

地
球
環
境
の
悪
化
を
防
ぎ
、
化
石
や
鉱
物
資
源
の

枯
渇
に
対
し
て
、
具
体
的
に
何
が
で
き
る
の
か
と
い

う
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
視
点

に
立
て
ば
、
大
量
生
産
大
量
消
費
を
是
と
す
る
社
会

シ
ス
テ
ム
か
ら
、
持
続
性
を
是
と
す
る
社
会
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
を
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
す
る
の
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
、
物
事
を
よ
り
全
体
的
、

よ
り
俯
瞰
的
に
捉
え
、
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
L
C
A
は
開
発
途
上
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
の
有
力
な
手
法
の
一
つ
で
あ
り
、
C
F
P

も
そ
の
試
み
の
一
つ
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
に

K I T O G O - H A N7

材
料
で
あ
る
こ
と
で
す
。
製
品
製
造
に
要
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
相
対
的
に
少
な
く
、
非
木
質
材
料
か
ら
の

代
替
に
よ
っ
て
環
境
負
荷
の
低
減
が
期
待
で
き
ま

す
。
燃
焼
時
に
排
出
さ
れ
る
C
O
2
は
、
化
石
資
源

由
来
の
燃
料
と
異
な
り
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

し
て
温
暖
化
に
は
影
響
し
な
い
と
解
釈
し
ま
す
し
、

そ
の
長
所
を
活
か
し
て
廃
棄
時
に
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
で
化
石
資
源
代
替
が
そ
こ
で
も
可
能

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
製
品
群
毎
に
得
ら
れ
た

平
均
値
で
も
っ
て
枯
渇
資
源
で
作
ら
れ
た
製
品
の
代

替
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
で
し

ょ
う
。

―
住
友
林
業
ク
レ
ス
ト
さ
ん
が
、
自
社
が
製
造
・

販
売
す
る
国
産
材
合
板
に
C
F
P
表
示
す
る
と
発
表

し
て
い
ま
す
。

そ
う
で
す
ね
。
こ
の
C
F
P
表
示
の
た
め
に
、
東
京

農
工
大
学
も
共
同
で
L
C
A
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
木
材
利
用
の
利
点
を
直
接
訴
え
る
表
示

と
し
て
、
木
材
製
品
に
も
C
F
P
が
導
入
さ
れ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
農
産

物
の
露
地
物
と
ハ
ウ
ス
物
の
よ
う
に
、
製
品
間
で
の

競
争
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
行
で
は
、

C
F
P
表
示
は
強
制
さ
れ
る
制
度
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
企
業
の
自
主
的
選
択
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

C
F
P
は
、
そ
う
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
点
で
は
、
新
た
な
指
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
し
、
行
政
の
舵
取

り
も
課
題
と
し
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。木

材
製
品
の
選
択
は
、
今
の
と
こ
ろ
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
よ
り
も
設
計
・
施
工
業
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
耐
久
消
費
財
の
最
た
る
も
の

で
あ
る
住
宅
に
関
し
て
は
、
L
C
A
、
C
F
P
作
業

に
伴
う
シ
ナ
リ
オ
の
設
定
方
法
な
ど
、
公
正
な
数
値

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が

欠
か
せ
な
い
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
L

C
A
や
C
F
P
が
考
え
方
が
広
く
根
づ
く
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

LCA概論（左）
伊坪徳宏／成田暢彦／田原聖隆／稲葉敦／青木良輔
共著　産業環境管理協会刊　

カーボンフットプリント―LCA評価手法で作る「製品別CO2
排出量見える化」のしくみ―（中）
稲葉敦／未踏化学技術協会　工業調査会刊

LCAのすべて―環境負荷を評価する―（右）
（社）未踏科学技術協会／エコマテリアル協会　工業調査会刊
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て
、
私
も
そ
の
一
人
と
し
て
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
中

間
と
り
ま
と
め
案
段
階
で
は
、

①
燃
焼
時
に
木
材
か
ら
排
出
さ
れ
る
C
O
2
は
C
F

P
に
加
え
な
い

②
木
材
中
に
固
定
さ
れ
て
い
る
炭
素
量
を
C
F
P

と
は
別
に
表
記
す
る

③
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
た
め
に
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
の
原
材
料
製
造
に
係
わ
る
環
境
負
荷
は
廃
材
発

生
場
所
か
ら
の
輸
送
の
み
と
し
、
原
材
料
製
造
に
関

わ
る
負
荷
は
含
め
な
い

④
間
伐
材
製
品
の
利
用
で
は
そ
れ
が
産
出
さ
れ
た

森
林
の
蓄
積
量
、
間
伐
率
、
利
用
率
を
勘
案
し
た
間

伐
面
積
を
森
林
整
備
の
貢
献
度
と
し
て
表
示
す
る

と
い
う
基
本
方
針
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
材
の
利
点
は
、
持
続
的
に
再
生
産
が
可
能
な
原

特
集

――

『
環
境
の
世
紀
』と
言
わ
れ
て
い
ま
す

図-9［試販時のCFP表示例］

図-8［CFP商品の日本での試販は？］

LCA、CFPをもっと知るために

―
先
生
の
ご
専
門
は
？―

L
C
A
に
取
り
組
ま
れ
た

き
っ
か
け
は
？

「
木
材
は
環
境
に
や
さ
し
い
材
料

で
あ
る
」
と
、
木
材
に
関
係
す
る
人
は
言

い
、
私
も
言
っ
て
き
ま
し
た
。
で
は
「
ど
れ
程
や
さ

し
い
の
か
？
」
と
聞
か
れ
て
、
答
え
に
窮
し
た
と
い

う
の
が
動
機
と
い
え
ば
動
機
か
な
。

も
っ
と
直
接
的
な
き
っ
か
け
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

京
都
大
学
に
川
井
秀
一
と
い
う
教
授
が
い
ま
す
。
呼

び
捨
て
な
の
は
、
彼
と
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
同

級
生
、
大
学
で
は
1
年
違
い
で
同
じ
学
科
と
い
う
よ

し
み
か
ら
で
す
け
ど
、
学
会
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
行

っ
た
折
、
彼
か
ら
「
服
部
、
L
C
A
っ
て
知
っ
て
る
」

と
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
L
C
A
は
こ
れ
か
ら

重
要
な
ツ
ー
ル
に
な
る
と
思
う
の
で
、
自
分
は
西
で

木
材
の
L
C
A
を
す
る
か
ら
、
服
部
は
東
で
そ
れ
を

や
っ
た
ら
」
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
ま
っ
、
そ
の
後
、

彼
が
「
L
C
A
を
西
で
」
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
こ
の
際
問
わ
な
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
か
。

（
笑
）は

じ
め
は
、
皆
目
見
当
も
つ
か
な
い
状
態
だ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
た
く
さ
ん
の
第
一
線
の
研
究
者

の
方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
日
本
の
L
C
A
学
会

設
立
に
ま
で
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」

図-7［英国の実施例（ポテトチップ）］

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

「NPO法人才の木」主催のトークカフェでカーボンフットプリントにつ
いて話題提供を行う服部教授

低
炭
素
社
会
の
実
現
の
た
め
に



は
経
済
的
に
は
あ
り
が
た
い
部
分
も
あ

っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
リ
フ

ォ
ー
ム
屋
に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
込

ん
で
い
た
時
、
他
県
の
大
工
さ
ん
が
神

奈
川
県
で
仕
事
を
す
る
の
に
大
工
の
応

援
を
捜
し
て
い
る
と
い
う
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。
初
め
て
の
伝
統
構
法
と
の
出

合
い
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
年
の
間
、

見
て
、
盗
ん
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
後
３
年
ほ
ど
そ
の
方
の
手

伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分

に
出
来
る
こ
と
、
合
っ
た
方
法
な
ど
考

え
ま
し
た
ね
。
そ
の
う
ち
に
材
木
屋
さ

ん
や
設
計
士
さ
ん
と
の
い
い
出
合
い
が

あ
り
、
初
め
て
現
場
責
任
者
に
さ
せ
て

も
ら
う
機
会
が
あ
っ
た
。
す
ご
い
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
よ
、
お
客
さ
ん
は
何

千
万
円
も
か
け
て
作
る
わ
け
で
す
か
ら
、

失
敗
し
た
ら
こ
ち
ら
も
倒
産
だ
っ
て
。

で
も
、
こ
れ
が
で
き
な
い
な
ら
大
工
な

ん
て
止
め
た
ほ
う
が
い
い
。
覚
悟
が
で

き
た
ん
で
す
。
情
報
を
集
め
、
試
作
品

を
作
り
、
仲
間
と
二
人
で
４
ヶ
月
を
掛

け
て
き
ざ
み
を
し
ま
し
た
。
実
際
に
上

棟
す
る
段
に
な
っ
て
か
ら
は
４
日
程
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
数
カ
所
の
ミ
ス
は
あ

っ
た
も
の
の
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
２
軒
、
３

軒
と
重
ね
る
う
ち
に
自
信
が
つ
い
て
き

た
。
そ
ん
な
経
験
が
あ
っ
て
今
が
あ
る

ん
で
す
。」

り
っ
て
い
う
ん
で
す
か
ね
、
雇
っ
て
も

ら
っ
た
形
で
す
。
工
務
店
の
よ
う
な
立

派
な
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
一
人
親
方
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
町

大
工
で
在
来
軸
組
構
法
（
※
２
）
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
と
技
術
を
教

え
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
伝
統
構
法

の
技
術
を
得
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
持

っ
て
い
ま
し
た
。
程
な
く
そ
の
親
方
は

病
気
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
。
そ

こ
で
二
人
目
の
親
方
の
元
へ
ゆ
く
こ
と

に
…
や
は
り
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
た

ん
で
す
。
時
間
は
経
っ
て
も
『
伝
統
』

を
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
消
え
な

い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
何
年
か
後
に
好

き
な
『
伝
統
』
を
や
ろ
う
と
、
独
立
を

決
意
し
ま
し
た
。30
歳
く
ら
い
で
し
た
。」

独
立
の
頃
の
こ
と
を
笑
っ
て
話
す
表

情
は
楽
し
そ
う
で
す
。
伝
統
構
法
の
道

に
向
か
う
と
い
う
信
念
が
ぶ
れ
ず
に
い

る
こ
と
が
当
時
の
藤
間
さ
ん
を
支
え
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
家
業
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
部
分
で
も
随
分
と
ご
苦
労

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
独
立
し
た
当
初
は
ま
っ
た
く
仕
事

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
こ
そ
な

ん
で
も
や
り
ま
し
た
ね
。
庇
の
錆
と
り

ペ
ン
キ
塗
り
、
足
場
掛
け
、
リ
フ
ォ
ー

ム
と
か
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
リ
フ
ォ
ー
ム

に
合
わ
な
い
場
合
な
ど
は
、
説
明
し
て

あ
き
ら
め
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
い
材
料
を
使
っ
て
手
を
抜
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
設
計
者
も
理
解
し
て
い

て
、
節
の
あ
る
材
料
な
ん
か
も
ど
ん
ど

ん
使
い
ま
す
。
大
工
の
仕
事
は
、
材
の

使
い
場
所
を
見
極
め
、
充
分
な
手
間
を

掛
け
て
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
は

プ
レ
カ
ッ
ト
の
材
料
が
工
場
で
作
ら
れ

る
時
代
で
す
け
ど
、『
伝
統
』
で
は
下
小

屋
の
仕
事
、き
ざ
み
が
要
に
な
り
ま
す
。」

藤
間
さ
ん
は
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
で

７
年
間
建
築
を
学
ん
だ
後
、
住
宅
会
社

に
入
社
。
そ
こ
で
は
設
計
を
担
当
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
現
場
に
行
く
と

現
場
が
お
も
し
ろ
そ
う
に
見
え
て
仕
方

な
く
、
い
つ
も
心
穏
や
か
で
は
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

「
当
時
ま
だ
20
代
半
ば
で
し
た
か
ら
、

ま
だ
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
、
そ

う
考
え
て
最
初
の
棟
梁
の
元
へ
弟
子
入
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神
奈
川
県
の
中
央
を
南
北
に
流
れ
る

相
模
川
か
ら
ほ
ど
近
い
住
宅
地
の
一
画

に
そ
の
現
場
は
あ
り
ま
し
た
。
伝
統
構

法
（
※
１
）
に
こ
だ
わ
っ
た
一
戸
建
て

で
す
。
現
場
に
は
職
人
さ
ん
が
道
具
を

使
う
音
が
小
気
味
よ
く
響
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
壁
の
な
い
家
の
中
は
、
外
か
ら
入

る
光
を
受
け
、
木
の
色
と
香
り
に
溢
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
現
場
を
取
り
仕
切

っ
て
い
る
の
が
、
今
回
の
匠
で
あ
る
木

造
大
工
で
藤
間
建
築
工
房
代
表
の
藤
間

秀
夫
さ
ん
で
す
。
仕
事
の
手
を
休
め
て

お
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

「
こ
の
家
は
ほ
と
ん
ど
が
県
産
（
神

奈
川
県
）
の
ス
ギ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
戦
後
に
植
林
さ
れ
た
山
北
あ

た
り
の
も
の
じ
ゃ
な
い
か
な
、
意
外
と

知
ら
れ
て
な
い
も
の
で
す
け
ど
。
使
っ

て
や
ら
な
い
と
山
が
荒
れ
ち
ゃ
う
ん
で
。

け
っ
し
て
値
の
張
る
木
材
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
手
間
を
掛
け
て
や
れ
ば
十
分

に
使
え
る
も
の
で
す
。
材
料
は
節
や
赤

味
の
具
合
を
吟
味
し
て
、
ど
の
材
を
ど

の
箇
所
に
使
う
の
か
を
考
え
ま
す
。
こ

こ
の
木
材
に
は
柿
し
ぶ
を
塗
っ
て
あ
り

ま
す
。
他
に
椹
（
さ
わ
ら
）
材
を
使
っ

て
い
ま
す
。」

そ
れ
ら
は
ど
れ
も
鈍
い
橙
色
を
し
て

お
り
、
木
目
の
表
情
が
浮
き
出
る
よ
う

な
木
肌
が
見
事
で
す
。
と
て
も
安
価
な

木
材
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

「
い
わ
ゆ
る
い
い
ス
ギ
、
高
価
な
ス

ギ
は
目
（
年
輪
）
が
違
い
ま
す
。
育
っ

た
山
の
光
の
影
響
で
一
度
に
育
た
な
い

か
ら
、
目
が
詰
ま
り
独
特
の
風
合
い
が

あ
り
ま
す
ね
。
当
然
総
予
算
が
あ
り
ま

す
か
ら
高
価
な
も
の
ば
か
り
と
い
う
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
明
ら
か
に
予
算

シ
リ
ー
ズ

木
の
匠
を
訪
ね
て

―
④

木
材
を
活
か
す
伝
統
的
思
想

〜
伝
統
的
木
造
軸
組
構
法
〜

◎取材協力
藤間建築工房代表　藤間秀夫氏

出
会
い
を
重
ね
て

きれいに柿しぶの色に染まったスギ材。飛び
出して見える部分は「込栓」と呼ばれる栓で、
内装が仕上がった後も、室内から見える。そ
のため突き出しの量が一定になるように調整
されており、面取りがされている。

材
を
活
か
す
眼

伝
統
構
法
に
志
す

《伝統構法とは》

※1【伝統構法】
仏教建築や書院造りなどの昔の建

築の技術を基に進化を続けてきた構
法です。太い柱、太い梁・桁に貫、差
鴨居などを楔（くさび）や栓（せん）など
によって接合するもので、基本的に金
物は使用しない構法です。

※2【在来軸組構法】
現在、最も一般的な木造住宅であ

り、伝統構法から変化を遂げた構法で
す。明治以降、地震災害のたびに法
の改正が行われて、現在の木造軸組構
法が出来上がりました。一般的には在
来工法と呼ばれている。
在来軸組構法は、柱の上下を土

台・梁および桁などで継ぎ、壁に筋か
いや構造用合板などを取り付ける構
法のことをいいます。
（「木材と木造住宅Q&A 108」（財）日本
住宅・木材技術センター編「Q2-1」）

台持継手の
接合部

手
間
の
か
け
ど
こ
ろ



込栓 

胴付き 

胴付き 

すべり勾配 

上木（男木） 

下木（女木） 

込栓 

胴付き 

胴付き 

も
ら
う
気
持
ち
も
あ
る
。
だ
か
ら
1
2

0
歳
ま
で
生
き
て
建
て
る
ん
で
す
。
現

役
は
き
っ
と
辛
く
な
る
の
で
1
0
0
歳

ま
で
、
そ
れ
か
ら
は
指
導
者
に
な
り
ま

す
。」話

す
表
情
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
本

当
に
1
2
0
歳
の
棟
梁
に
な
る
日
が
来

る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
き
ま
す
。

藤
間
さ
ん
は
そ
ん
な
若
い
棟
梁
で
し
た
。

ど
ち
ら
も
私
に
と
っ
て
は
役
に
立
つ
も

の
で
し
た
。
人
間
っ
て
、
気
が
あ
る
か

ら
生
き
て
い
け
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

『
木
』
や
『
気
』
が
好
き
で
す
ね
。（
笑
）」

最
近
は
他
に
何
か
関
心
が
向
い
て
い

る
こ
と
が
お
あ
り
で
す
か
。

「
今
、
あ
る
団
体
と
国
交
省
の
監
督

の
下
で
、
耐
震
性
に
関
す
る
様
々
な
デ

ー
タ
を
集
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
実
験
棟
の
中
で
伝
統
構

法
を
実
際
に
建
て
、
3
年
計
画
で
伝
統

構
法
の
耐
震
基
準
を
作
っ
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
現
在
は
、
木
造
軸
組

構
法
の
基
準
に
従
う
形
で
す
が
、
曖
昧

な
部
分
も
多
い
ん
で
す
。
数
年
後
に
は

伝
統
構
法
で
耐
震
基
準
も
ク
リ
ア
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。」（
※
３
）

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
先
大
工
と
し
て

藤
間
さ
ん
自
身
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ら

れ
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
話
し
を
伺
っ

て
い
る
と
、
そ
こ
に
は
と
て
も
遠
大
な

計
画
が
あ
り
ま
し
た
。

「
そ
う
で
す
ね
、
ず
っ
と
大
工
が
出

来
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
私
は
1
2
0
歳

ま
で
生
き
る
予
定
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

大
工
は
一
生
で
建
て
ら
れ
る
家
の
数
な

ん
て
知
れ
て
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
仕
事

を
選
び
た
い
気
持
ち
が
あ
る
、
一
方
で

ど
ん
な
仕
事
で
も
感
謝
し
て
や
ら
せ
て

「
木
に
は
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
ん
で
す
。

自
分
の
人
生
よ
り
ず
っ
と
長
く
生
き
た

も
の
が
発
す
る
力
、
目
に
見
え
な
い
も

の
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
で
出
来
た
空

間
に
入
る
と
し
ゃ
き
っ
と
す
る
感
じ
が

あ
り
ま
す
。
理
屈
で
は
表
せ
な
い
、
そ

の
建
物
が
発
す
る
「
感
じ
」
で
す
。
そ

う
い
う
の
が
好
き
で
す
ね
。
自
然
だ
か

ら
い
い
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
ん
な

い
い
と
思
う
モ
ノ
の
中
に
、
断
熱
材
な

ど
の
ケ
ミ
カ
ル
な
も
の
が
入
る
こ
と
が

残
念
な
ん
で
す
。
１
０
０
％
は
無
理
で

す
け
ど
、
極
力
、
自
然
素
材
で
作
り
た

い
で
す
ね
。」

な
る
ほ
ど
自
然
に
よ
る
力
で
す
か
、

そ
う
い
え
ば
藤
間
さ
ん
は
趣
味
・
特
技

が
整
体
、
気
功
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

「
数
年
前
に
腰
を
痛
め
て
し
ま
い
病

院
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
経

験
か
ら
、
自
分
の
体
を
知
っ
て
お
き
た

い
と
思
っ
て
、
整
体
の
学
校
に
休
日
や

夜
間
を
利
用
し
て
通
っ
た
ん
で
す
。
推

拿
整
体
（
す
い
な
せ
い
た
い
）
と
読
む

ん
で
す
け
ど
、
中
医
学
で
す
ね
。
日
本

で
は
民
間
資
格
で
す
が
、
中
国
で
は
国

家
資
格
な
ん
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
つ
ぼ
」

の
こ
と
を
勉
強
し
て
い
く
ん
で
す
。
そ

れ
と
医
療
気
功
、
こ
れ
は
気
の
流
れ
を

よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
で
す
。
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在
来
工
法
と
伝
統
構
法
の
違
い
な
ど

も
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在
来

工
法
で
造
ら
れ
た
家
が
粗
悪
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
家
を
造
り
売
る

プ
ロ
セ
ス
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
昔
の
よ
う
に
施
主
が
大
工
に
頼
ん

で
い
た
頃
の
家
は
、
左
官
屋
、
屋
根
屋

と
大
工
が
発
注
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

誰
が
何
を
造
っ
た
の
か
わ
か
り
や
す
い
。

だ
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で
き
る
、
そ

う
や
っ
て
長
持
ち
す
る
家
に
す
る
。
と

こ
ろ
が
工
場
で
造
っ
て
、
売
っ
て
し
ま

っ
た
ら
お
し
ま
い
、
誰
が
作
っ
た
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
そ
れ
も
で
き

ま
せ
ん
。
数
十
年
し
か
も
た
な
い
と
い

う
の
は
そ
う
い
っ
た
部
分
も
問
題
だ
と

思
い
ま
す
。」

な
る
ほ
ど
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
理
解

し
ま
し
た
。
藤
間
さ
ん
が
現
在
暮
ら
し

て
お
ら
れ
る
家
は
中
古
で
手
に
入
れ
た

も
の
で
、
あ
ち
こ
ち
修
繕
し
て
い
る
の

だ
と
い
う
事
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

「
元
々
雨
漏
り
の
す
る
家
だ
っ
た
ん

で
す
、
そ
れ
で
安
か
っ
た
（
笑
）。
そ
れ

く
ら
い
な
ら
修
理
す
れ
ば
い
い
や
っ
て

思
っ
て
。
自
分
の
家
で
す
か
、
な
か
な

か
時
間
が
な
い
ん
で
す
、
当
分
は
無
理

で
し
ょ
う
ね
ぇ
。」

仕
事
の
予
定
は
２
年
先
ま
で
決
ま
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
待
っ
て
く
れ
る
お

客
さ
ん
が
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
い
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
藤
間
さ
ん
は
な
ぜ

「
木
」
に
そ
れ
ほ
ど
の
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

土壁の下地の竹が組まれたところ。この
ままでも見事で美しい表情を見せている。

理
屈
で
は
な
い
「
感
じ
」

1
2
0
歳
ま
で「
伝
統
」の
大
工

※3【耐震性能は】
伝統的な木造建築は、筋かいが使われていな

いものがほとんどです。柱と梁の骨組だけで家
を支えます。地震によって生じる地震エネルギ
ーを木材の摩擦力によって生じる熱エネルギー
に変え、吸収します。伝統構法の貫構法では、
柱の中を貫通する貫が地震エネルギーを逃がす
役割を果たしています。木の「ねばる」、「しな
る」という性質を利用した構法です。
（「木材と木造住宅Q&A 108」（財）日本住宅・
木材技術センター編「Q2-5」）

手
を
入
れ
て
こ
そ
家

◎藤間　秀夫（ふじまひでお）

●昭和41年　神奈川県生まれ
●地元の高校を卒業後、日本工業大学建築学科入学。
●卒業後、住宅メーカーに勤務。設計の仕事を経て大
工に。
●平成10年　藤間建築工房設立、代表に就任、現在
に至る。
●平成21年1月 テレビ東京「鎌倉の家スペシャル！
伝統的構法・手刻み・土壁にこだわる家」収録
［木造大工］［二級建築士］
［「職人がつくる木の家」ネット会員］
URL：http: / /k ino- ie .net / index/

「今は自分の作業場がないんで
す。大工が集まれる大工村のよ
うな場所が欲しいなぁ、若い人
にも技術の継承をしていかなく
てはならないでしょうし。」と
藤間さん。
休憩時間には仕事仲間の職人さ
んと歓談。

継ぎ手と仕口

追かけ大栓継ぎ（おっかけだいせんつぎ）
相欠きにあごをつけた腰掛け鎌継ぎといわれ

るものの一つで、上木と下木に区別され、

1／10程度のすべり勾配に上木を下木にすべ

り込ませ、お互いの材が引き寄せ合うような

力が加わる。側面より込栓を打ち込む。特に

強度があり土台、桁、梁、母屋などの継手に

用いられる。

金輪継ぎ（かなわつぎ）
「追かけ大栓継ぎ」によく似ているが、材軸

方向に移動して組みたてるのは金輪継ぎなら

ではの手法である。両材ともまったく同形で、

桁、梁に用いられる。中央を接合させ、材軸

方向に移動させこみ栓を打ち込む。強度は追

かけ大栓継ぎとほぼ同等である。金輪継ぎは

男木、女木ともまったく同形である。その男

木、女木の中央にできた間隙にこみ栓を打ち

込んで材軸方向に移動させあご面を接合させ

完成する。

普通の戸建てが在来構法なら一ヶ月でできるところを、
おそらく四倍くらいの四ヶ月をかけてきざみをします。
その間、小屋の中でひたすら材をきざみます。
写真は「引き独鈷知栓」（ひきどっこちせん）と呼ばれる
柱と足固めなどの仕口です。すでに建っている柱と柱と
のあいだに指鴨居を接合してゆくときの技法で、一端が
蟻、他端が竿車知になった雇いをまず柱に寄せ蟻の技法
を用いて納め、それと指鴨居を竿車知で接合します。

■継手（つぎて）→2本の木材を長手方向につなぐことにより、長材と同様な使い方ができます。

■仕口（しぐち）→2本の木材を違った方向に組み合わせる方法です。

仕口を含めて「継手」という場合もあります。

■このように木材同士を組み合わせて使う場合において、より強度の高い接合を可能にしているのがこれ

らの技術です。長い時間をかけて丁寧にきざみ終えた材が、現場で見事に組み合わさる瞬間こそ大工仕事

の醍醐味なのかも知れません。以下に代表的な継ぎ手を紹介します。



新
木
場
漫
歩
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
こ
れ
ま
で

お
訪
ね
し
て
き
た
の
は
木
材
業
に
関
連
す
る

会
社
で
し
た
。
今
回
は
初
め
て
の
異
業
種
で

す
。
国
際
紙
パ
ル
プ
商
事
さ
ん
は
、
国
内
ビ

ッ
グ
ス
リ
ー
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
紙
の
総

合
商
社
で
す
。

ま
ず
は
中
央
区
明
石
町
に
あ
る
国
際
紙
パ
ル

プ
商
事
東
京
本
店
に
ご
挨
拶
に
伺
い
ま
し
た
。

お
話
し
い
た
だ
い
た
の
は
東
京
本
店
の
兼
平
信

雄
業
務
本
部
長
。
柔
和
な
印
象
の
方
で
す
。

新
木
場
物
流
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い

「
か
つ
て
私
ど
も
の
本
社
は
銀
座
二
丁
目
に

あ
り
ま
し
て
ね
、
中
央
区
明
石
町
に
倉
庫
が

あ
り
ま
し
た
。
今
の
本
社
ビ
ル
の
隣
で
す
。

当
時
こ
の
近
辺
は
紙
を
は
じ
め
と
し
た
い
わ

ば
倉
庫
街
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
後
、
中
央

区
明
石
町
に
本
社
を
移
転
し
ま
し
た
。
新
木

場
に
物
流
セ
ン
タ
ー
を
開
業
し
た
の
は
昭
和

63
年
で
す
。
私
ど
も
紙
の
代
理
店
が
扱
う
製

品
は
、『
巻
取
』と『
平
判
』の
二
つ
の
形
態
が

あ
り
ま
す
。『
巻
取
』は
規
定
の
幅
に
揃
え
ら

れ
た
ロ
ー
ル
状
で
、『
平
判
』は
縦
横
の
寸
法
を

切
り
そ
ろ
え
た
シ
ー
ト
状
で
す
。
こ
れ
が
印

刷
後
の
製
品
の
形
や
数
量
、
印
刷
機
の
種
類

な
ど
で
使
い
分
け
ら
れ
ま
す
。『
巻
取
』は
主

に
新
聞
な
ど
大
型
輪
転
機
に
よ
る
大
量
ロ
ッ

ト
の
印
刷
に
使
用
さ
れ
ま
す
。『
平
判
』は
寸

法
に
よ
っ
て
B
系
列
、A
系
列
な
ど
が
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
紙
サ
イ
ズ
の
B
判
、
A
判
の
最
も
大

き
い
サ
イ
ズ
に
な
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う

に
週
刊
誌
は
B
5
判
。
B
判
は
出
版
物
に
需

要
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
社
は
川
越
に
も
７
千
ト
ン
の
収
容
能
力

を
持
つ
物
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
、
こ
ち
ら

は
『
巻
取
』
を
主
に
扱
っ
て
い
ま
す
。
新
木

場
物
流
セ
ン
タ
ー
は
約
９
千
ト
ン
の
収
容
能

力
が
あ
っ
て
主
に
『
平
判
』
を
扱
い
ま
す
。

東
京
圏
内
、
北
関
東
ま
で
を
エ
リ
ア
と
し
て

い
ま
す
。
複
数
メ
ー
カ
ー
の
、
そ
れ
も
な
る

べ
く
多
く
の
ア
イ
テ
ム
を
取
り
揃
え
て
、
エ

リ
ア
内
の
一
次
卸
商
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
こ
に
来
れ
ば
全
て
調
達
で
き
る
、
と
い
う

タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。」

「
環
境
経
営
」
に

と
て
も
力
を
入
れ
て
い
る
ご
様
子
で
す

「
紙
パ
ル
プ
は
環
境
へ
の
配
慮
が
足
り
な

い
産
業
と
思
わ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
今
は
製
紙
メ
ー
カ
ー
と
流
通
の
努
力
が

実
り
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
産
業
イ
メ
ー
ジ
へ
の

脱
皮
が
図
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
を
し

て
い
ま
す
。
紙
は
誰
に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な

い
資
材
で
す
。
そ
の
身
近
な
紙
か
ら
率
先
し

て
環
境
を
考
え
て
い
く
役
割
を
果
た
し
た
い
、

と
い
う
企
業
理
念
で
す
。

現
在
、
古
紙
利
用
率
は
実
際
に
63
％
ぐ
ら

い
ま
で
に
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
古
紙
回
収

率
は
現
在
約
80
％
で
す
。
技
術
的
に
は
マ
ッ

ク
ス
か
と
も
思
い
ま
す
。
古
紙
を
パ
ル
プ
に

変
え
る
に
は
脱
墨
過
程
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

再
生
紙
と
い
う
言
葉
が
一
般
化
し
た
の
は
、

「
白
い
紙
」
が
再
生
紙
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
以
前
か
ら
新
聞
は
再
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生
紙
で
し
た
。
白
く
す
る
た
め
再
生
紙
は
コ

ス
ト
が
嵩
み
ま
す
。

そ
の
た
め
一
時
期
、
再
生
紙
は
単
価
が
高

か
っ
た
。
し
か
し
今
は
、
回
収
の
コ
ス
ト
を

出
来
る
限
り
低
く
押
さ
え
て
、
単
価
の
差
を

設
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
古

紙
率
の
偽
装
表
示
が
問
題
と
な
っ
た
背
景
に

は
、
作
る
側
に
も
買
う
側
に
も
過
剰
品
質
を

求
め
る
傾
向
が
は
た
ら
い
て
い
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
、
と
は
今
省
み
て
思
う
こ
と
で
す
。

環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
を
条
件
に
す
る
な
ら
、

要
求
品
質
に
も
メ
ー
カ
ー
と
需
要
家
、
消
費

者
相
互
の
了
解
や
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

原
材
料
の
問
題
で
言
え
ば
、
森
林
認
証
林

の
使
用
の
拡
大
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
製
材
後
の
廃
材
や
間
伐
材
、
低
質
材
の
利

用
も
課
題
で
す
。
原
木
か
ら
パ
ル
プ
を
作
る

過
程
で
出
る
黒
液
（
リ
グ
ニ
ン
）
は
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
が
、
古
紙

は
C
O
2
排
出
量
が
パ
ル
プ
よ
り
も
少
な
い

も
の
の
黒
液
を
利
用
で
き
な
い
分
、
化
石
燃

料
比
率
が
高
ま
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
技
術

的
難
問
も
あ
り
ま
す
。

環
境
へ
の
取
り
組
み
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な

が
っ
て
い
く
、
と
い
う
経
営
者
の
理
念
か
ら
、

私
ど
も
流
通
が
出
来
る
環
境
貢
献
と
し
て
掲

げ
る
目
標
に
「
地
産
地
消
」
型
の
流
通
サ
イ

ク
ル
の
確
立
が
あ
り
ま
す
。
紙
は
重
量
が
あ

り
、
輸
送
コ
ス
ト
が
嵩
み
ま
す
。
そ
れ
だ
け

C
O
2
な
ど
の
排
出
量
も
多
い
。
製
紙
工
場

と
消
費
地
と
最
適
物
流
化
を
図
る
こ
と
が
、

配
送
効
率
の
ア
ッ
プ
と
と
も
に
コ
ス
ト
削
減

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

弊
社
に
はR

ecycle-N
etw
ork

を
略
称
化

し
た
「
リ
サ
ネ
ッ
ト
営
業
本
部
」
と
い
う
セ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
製
紙
メ
ー
カ
ー
、

古
紙
回
収
業
者
、
消
費
者
、
需
要
家
の
流
通

サ
イ
ク
ル
を
「
リ
サ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
」
と

し
て
結
び
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
回
収
古

紙
再
利
用
を
高
め
て
、
紙
流
通
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
化
を
図
る
事
業
で
、
国
内
国
外
と
も

展
開
中
で
す
。
こ
れ
に
は
、
再
生
紙
の
販
売

だ
け
で
な
く
、
環
境
配
慮
型
商
品
の
開
発
販

売
や
、
植
林
事
業
へ
の
支
援
も
含
ま
れ
ま
す
。

王
子
製
紙
さ
ん
と
提
携
し
て
進
め
て
い
る
ラ

オ
ス
へ
の
植
林
事
業
は
も
う
5
年
に
な
り
ま

す
。
投
資
額
も
5
億
を
超
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

森
林
資
源
の
回
収
は
、
最
低
で
も
５
年
か
ら

15
年
ス
パ
ン
で
す
か
ら
、
気
の
長
い
話
で
す
。

そ
れ
ま
で
私
が
生
き
て
い
る
か
ど
う
か
は
別

問
題
で
す
け
ど
（
笑
）。」

新
木
場
物
流
セ
ン
タ
ー
内
を
歩
き
ま
し
た

数
日
後
、
東
京
本
店
の
兼
平
業
務
本
部
長

の
計
ら
い
で
、
経
営
企
画
本
部
広
報
室
の
小

池
寿
彦
参
事
と
高
橋
み
な
子
さ
ん
の
案
内
で
、

い
よ
い
よ
新
木
場
物
流
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。最

初
に
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
の
は
、
新
木
場
物

流
セ
ン
タ
ー
で
現
場
担
当

を
し
て
お
ら
れ
る
島
川
隆

信
さ
ん
。
気
さ
く
な
印
象

の
方
で
す
。
開
口
一
番
、

「
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
け
っ
こ
う
な
速
さ
で
走

り
回
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
」
と
注
意
事
項
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
3
階
へ
。
床
面
積

は
各
階
と
も
約
3
千
㎡（
約
9
3
0
坪
）。
予

想
以
上
の
広
さ
と
天
井
の
高
さ
。
3
階
の
天

井
の
高
さ
は
6
ｍ
。
そ
こ
に
所
狭
し
と
平
判
の

紙
が
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
紙
は
、
一
般
的
な

厚
さ（
重
さ
）の
も
の
で
2
5
0
枚
が
、
薄

茶
色
の
包
装
紙
に
包
ま
れ
て
１
梱
包
。
こ

れ
が
何
十
段
か
に
積
ま
れ
て
１
パ
レ
ッ

ト
、
重
量
約
7
5
0
キ
ロ
ぐ
ら
い
。
木

製
パ
レ
ッ
ト
に
は
各
製
紙
メ
ー
カ
ー

の
名
前
が
刷
ら
れ
て
い
ま
す
。
床

か
ら
天
井
ま
で
最
大
3
パ
レ
ッ

ト
が
積
ま
れ
て
並
ん
で
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
怖
い
。

地
震
が
来
た
ら
崩
れ
ま
せ
ん

か
？「
あ
の
地
震
は
震
度
6
弱
で

し
た
が
、
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。」と
、
小
池
さ
ん
。
あ
の
地
震

と
は
平
成
15
年
の
宮
城
県
北
部
地
震

の
こ
と
。
そ
の
頃
、
小
池
さ
ん
は
仙

国際紙パルプ商事「リサネット」事業のイメージ
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産
業
と
生
活
を
支
え
る
素
材

「
紙
」の
総
合
商
社

国
際
紙
パ
ル
プ
商
事
株
式
会
社

新木場物流センターゲート

「
木
の
ま
ち
　
新
木
場
」
を
拠
点
に
す
る

会
社
、
企
業
、
ス
ポ
ッ
ト
を
探
訪
す
る「
新

木
場
漫
歩
」。

今
回
は
、
木
材
・
合
板
博
物
館
の
あ
る
新

木
場
タ
ワ
ー
ビ
ル
と
通
り
を
は
さ
ん
で
向

か
い
に
あ
る
「
国
際
紙
パ
ル
プ
商
事
株
式

会
社
新
木
場
物
流
セ
ン
タ
ー
」
さ
ん
で
す
。 環

境
へ
の
取
り
組
み
が
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
を
拓
く
と
い
う
企
業
理
念

終始、笑顔でお話しいただいた兼平本部長

国際紙パルプ商事の情報誌「TSUNAGU（繋ぐ）」。春と秋
の年２回発行。紙の世界の多彩な話題が満載の情報誌です。

環境配慮型商品の一つ、ウッドバ
イザー。庇部分は間伐材、頭周り
部分は再生紙を使った発泡紙。
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台
支
店
に
い
て
倉
庫
の
状
況
を
確
認
し
た
の

だ
そ
う
で
す
。
簡
単
に
崩
れ
な
い
の
に
は
、
包

装
紙
表
面
の
摩
擦
力
と
重
量
と
平
判
の
形
態

が
、
は
た
ら
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
構
内
を
休
み
な
し
に

走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
操
作
に
ほ

と
ん
ど
切
り
返
し
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ

ん
。
一
回
の
操
作
で
積
み
、
引
き
出
し
て
い

ま
す
。
熟
練
の
技
に
感
心
で
す
。
島
川
さ
ん

の
お
話
で
は
万
が
一
に
も
崩
れ
な
い
よ
う
に
、

壁
側
に
ほ
ん
の
少
し
微
妙
に
寄
せ
た
位
置
で

積
ま
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
こ
の
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
は
、
フ
ォ
ー
ク
（
つ
め
）
を

上
下
さ
せ
る
マ
ス
ト
が
、
通
常
の
も
の
よ
り

も
高
く
設
計
さ
れ
て
い
て
、
６
ｍ
を
超
え
る

天
井
の
高
さ
で
も
自
在
に
積
ん
だ
り
、
引
き

出
し
た
り
が
可
能
で
す
。

訪
問
当
日
の
そ
の
日
は
薄
曇
り
で
風
が
吹

き
、
夏
な
の
に
暑
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ

も
こ
の
ぐ
ら
い
の
室
温
な
ん
で
す
か
？
「
い

え
、
昨
日
は
サ
ウ
ナ
地
獄
で
し
た
よ
（
笑
）。

夏
は
暑
い
、
冬
は
寒
い
。
ち
ょ
っ
と
辛
い
と

き
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
島
川
さ
ん
。

新
木
場
物
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
国
内
の
ほ

ぼ
す
べ
て
の
製
紙
メ
ー
カ
ー
の
商
品
、
約
3

千
ア
イ
テ
ム
が
格
納
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

兼
平
本
部
長
が
言
わ
れ
て
い
た「
地
域
エ
リ
ア

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
」を
思
い

出
し
ま
し
た
。
一
日
平
均
約
2
2
0
ト
ン
、

多
い
と
き
で
3
3
0
ト
ン
が
出
入
庫
を
繰
り

返
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
せ
っ
か
く
の
機
会

な
の
で
、「
巻
取
」も
あ
る
と
伺
い
ロ
ー
ル
状

の「
巻
取
」と
、
こ
の
持
ち
運
び
に
使
う
ク
ラ

ン
プ
リ
フ
ト
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
構
内
出
口
の
大
テ
ン
ト
の
下
で
、

案
内
を
し
て
い
た
だ
い
た
島
川
さ
ん
、
小
池

さ
ん
、
高
橋
さ
ん
の
三
人
に
写
真
に
収
ま
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
後
記
》

新
木
場
漫
歩
の
訪
問
取
材
で
初
め
て
異

業
種
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。
東
京
本
店
の

兼
平
本
部
長
の
業
界
全
体
を
見
渡
す
マ
ク

ロ
な
指
標
を
用
い
た
お
話
が
中
心
で
し
た
。

さ
す
が
は
紙
パ
ル
プ
の
総
合
商
社
ビ
ッ
グ

ス
リ
ー
の
一
つ
と
い
う
印
象
で
す
。
国
際

紙
パ
ル
プ
商
事
さ
ん
は
、
製
紙
メ
ー
カ
ー

の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
は
な
く
、
共
通
代
理

店
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
一
次
卸
、
代

理
店
さ
ん
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
業
界
や

情
勢
を
敏
感
に
俯
瞰
す
る
眼
を
お
持
ち
な

の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

鉄
は
産
業
の
コ
メ
。
そ
し
て
紙
は
、
鉄

と
な
ら
ん
で
産
業
に
欠
か
せ
な
い
素
材
。

国
の
経
済
を
支
え
る
基
幹
産
業
で
す
。
そ

れ
で
も
景
気
の
冷
え
込
み
を
反
映
し
て
近

年
実
績
は
二
割
減
と
も
伺
い
ま
し
た
。
紙

パ
ル
プ
業
界
に
と
っ
て
石
油
危
機
以
来
の

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

経
済
情
勢
の
厳
し
さ
は
私
た
ち
木
材
業

界
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

努
力
さ
れ
て
い
る
姿
を
拝
見
で
き
る
異
業

種
交
流
は
、
勉
強
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

ほ
ん
の
少
し
元
気
を
も
ら
う
刺
激
で
も
あ

り
ま
し
た
。

（
博
物
館
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

赤
石
和
義
）

K I T O G O - H A N 1 4

構内の取材を終えて。左から高橋みな子さん、構
内を案内してくださった島川隆信さん、小池寿彦
さん。

約3千㎡の倉庫フロア。パレットが
ほんの少し壁際に寄せられて積まれ
ている感じがします。

「都道府県の木」についてのパネルは、木材・合板博物館３階に展示しています。
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東京メトロ有楽町線 
JR京葉線 
東京りんかい高速鉄道 

アクセス 

開館時間 

休 館 日 
＊都合により開館日・時間を変更することがあります 
＊幼児および小学生の入館には、保護者のつきそいが必要です。 
＊団体での見学は事前にお申し込みください。 

より徒歩7分 

よりバス 
②のりば／木11甲・木11折返 

より徒歩1分 

東京メトロ東西線 東陽町駅 

毎週月曜日、火曜日、祝日　年末年始 

午前10：00より午後5：00まで（入館は閉館30分前まで）入館無料 

「木工教室」などさまざまなイベントを企画しております。 
事務局へお問い合せ又はホームページをご覧ください。 

新木場駅 
新木場駅 
新木場駅 

新木場一丁目バス停 

ありさとまきの 

博物館スタッフ 

多く選ばれた木、ベスト3を教えてください。 

Vol.6 都道府県の木 都道府県の木 

都道府県の木とはなんですか？ 

博物館の展示品についてのさまざまな疑問に答えます。第6回
は都道府県の「木」について解説します。一覧パネルは館内に
展示されています。 

都道府県の木は、47都道府県を象徴する木です。昭和41年（1966
年）6月、毎日新聞社により「緑のニッポン全国運動」が提唱され
たことがきっかけで、全国都道府県の木制定運動が推進されまし
た。制定理由には、土地の風土や歴史が深く影響しているようで
す。その他に、花・鳥というシンボルもあります。 

A

A

1Q

2Q

3Q

A

4Q

A

1位：マツ(松)（8ヶ所） 
●ナンブアカマツ(岩手県)●クロマツ(群馬県・島根県)●マツ(福
井県・愛媛県)●アカマツ(岡山県・山口県)●リュウキュウマツ(沖
縄県) 
※エゾマツ(北海道)は、北海道に生育する代表的な
針葉樹で、マツ科ですがマツ属ではなくトウヒ属なの
で、マツではありません。 

２位：スギ(杉)（6ヶ所） 
●アキタスギ(秋田県)●タテヤマスギ(富山
県)●ジングウスギ(三重県)●キタヤマスギ
(京都府)●スギ(奈良県)●ヤナセスギ(高知県) 

３位：クス(楠)（4ヶ所） 
●クス(兵庫県・佐賀県・熊本県・鹿児島県)

東京の木はなんですか？ 

イチョウです。住民の一般投票により、昭
和41年（1966年）11月14日決定しました。 
イチョウは古代植物の生き残りともいわれ、
日本と中国の一部だけに生育している木
です。 
公害や火にも強いため、街路樹として公園
などに使われています。神宮外苑や東京
大学構内の並木が特に有名です。 

東京で都道府県の木を実際に見ることはできますか？ 

できます。皇居東御苑・日比谷公園・国会議事堂の前庭などにあ
ります。皇居東御苑では、昭和43年（1968年）東御苑の整備・
公開に合わせて寄せられた、各都道府県を代表する木が植樹さ
れています。 
日比谷公園では、昭和59年（1984年）に国から借り受けた東京
地方裁判所分室の跡地に、第2回全国都市緑化フェアを記念し
て、全国都道府県・市より寄贈され植樹されています。郷土の森
という名前がつけられ、樹木の名前と都道府県名が明記されて
います。 
また、国会議事堂前庭では、昭和45年（1970年）に議会開設80
周年を記念して、各都道府県から贈られたようですが、見学コー
ス参加者のみの特権のようです。 

新木場タワー3・4F

表紙：国際紙パルプ商事株式会社　新木場物流センター倉庫 
　　　パレットを運ぶフォークリフト 

<スタッフコメント> 
私は、都道府県の木をこの博物館で初めて知りました。市の木・
花・鳥なら、小学校の時に投票した経験があるので知ってい
ました。でも、都道府県の木・花・鳥までは知りませんでした。
身近にすぎる存在だからでしょうか？それぞれ決まるまでの
経緯や由来なども、一度調べてみると面白いかもしれません。 
また、日本だけでなく、海外にも代表する花（国花）があり
ます。（15頁参照） 

（長谷川麻紀） 
ナンブアカマツ 
（南部赤松） 

アキタスギ 
（秋田杉） 

クスノキ 
（楠） 

エゾマツ 
（蝦夷松） 

イチョウ 
（銀杏） 
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◎木の匠を訪ねて④

木材を活かす伝統的思想
～伝統的木造軸組構法～
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